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一
寄
　
　
稿
巖
谷
小
波
日
記
　
翻
刻
と
注
釈
―
明
治
三
十
八
年
（
五
月
～
八
月
）
―
小
波
日
記
研
究
会
《
ま
え
が
き
》
こ
こ
に
翻
刻
す
る
巖
谷
小
波
の
資
料
は
、
明
治
三
十
八
年
「
当
用
日
記
」
の
五
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
で
あ
る
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
従
来
と
同
様
、
原
則
と
し
て
削
除
さ
れ
た
箇
所
は
省
き
、
削
除
さ
れ
て
い
な
い
文
字
は
す
べ
て
翻
刻
す
る
よ
う
に
努
め
た
。
特
記
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
、
各
日
の
末
尾
に
注
で
示
し
た
。
な
お
、
今
回
の
翻
刻
及
び
注
釈
に
は
、
本
学
大
学
院
生
（
国
語
国
文
学
専
攻
）
の
秋
山
由
佳
さ
ん
、
齋
藤
花
琳
さ
ん
、
武
井
理
紗
さ
ん
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
　
　
　
令
和
元
年
十
一
月
十
五
日
猪
狩　
友
一
木
村
八
重
子
竹
田　
　
修
中
川
理
恵
子
（
五
十
音
順
）
《
本
文
》
明
治
三
十
八
年　
当
用
日
記
五
月
一
日
（
月
）　
曇
風
時
々
雨
九
時
出
勤　
　
　
旅
順
の
巻
起
艸
午
後
四
時
帰　
途
中
沢
氏
を
訪
ひ　
富
森
氏
肖
像
夜
在
宿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
依＊
頼
〔
入
〕　　
　
　
＊
１
５
、０
０
【
注
】
＊
１
５
、０
０
…
入
金
元
の
記
載
な
し
。
＊
依
頼
…
前
行
の
「
富
森
氏
肖
像
」
に
続
く
。
五
月
二
日
（
火
）　
晴
曇
九
時
出
勤　
戦
史
稿
　
四
時
帰
途　
元
園
町
に
よ
り　
夕
食
後
七
時
　
角
田
氏　
秋
聲
會
に
赴
く　
愚
佛
氏
居
合
五
月
三
日
（
水
）　
曇
夜
雨
自
本
日　
靖
国
神
社
臨
時
大
祭
九
時
出
勤　
戦
史
稿
四
時
帰
宅
五
時　
清
水
谷
皆
香
園　
楽
水
會
に
赴
く
　
十
時
帰
〔
出
〕
楽
水
會　
　
　
１
、０
０
五
月
四
日
（
木
）　
晴
風
午
前
廣
瀬
に
洋
服
注
文
十
二
時
早
稲
田
出
勤　
　
三
時
半
帰
途
北
村
氏
半
蔀
　
夜
木
曜
會　
浅
田
氏
来
合　
近
日
横
濱
　
支
社
長
と
し
て
移
住
の
よ
し　
十
時
散
五
月
五
日
（
金
）　
晴
九
時
出
勤　
　
半
日
休
暇
午
後
一
時　
鳥
谷
部
、
長
谷
川
氏
ら
と
靖
国
社
参
詣　
後　
大
橋
氏
端
午
稲
荷
祭
園
遊
會
に
赴
く　
　
四
時
去
て　
北
村
氏
稽
古
五
時
帰
宅
後　
再
び　
紅
葉
館
に
向
ふ
大
隈
信
常
氏
送
別
會
二
五
月
六
日
（
土
）　
曇
晴
夜
雨
九
時
出
勤
午
後
三
時
帰
四
時
よ
り　
画
葉
書
品
評
會　
大
下
、
南
岳　
爽
日
及
余
、　　
久
保
田　
柳
川
欠
席
　
夕
食　
　
後　
八
時
後
散
五
月
七
日
（
日
）　
雨
午
前
十
時　
日
下
部
兄
公
を
訪　
金
三
郎
夫
婦
近
に
岡
山
へ
赴
任
の
よ
し
十
時
半　
魚
十
よ
り
東
京
座
見
物
　
牧
の
方　
　
野
崎
村
六
時
後　
去
て　
父
上
を
訪
ふ　
九
時
半
帰
〔
出
〕
東
京
座　
　
　
２
、０
０
五
月
八
日
（
月
）　
曇
雨
九
時
出
勤　
少年
戦
史
脱
稿
午
後
四
時
後
帰
六
時
半　
独
乙
公
使
館
シ
ル
レ
ル
百
年
祭
に
招
か
る
（
其
前
廬
来
）　
晩
餐
後
フ
ロ
レ
ン
ツ
氏
講
話
、
其
後
立
食　
十
一
時
後
帰
〔
入
〕
旅
順
巻　
　
１
０
０
、０
０
〔
出
〕
勇
へ　
　
　
　
７
０
、０
０
　
　
天
渓
へ
画
代　
　
６
、０
０
五
月
九
日
（
火
）　
曇
雨
九
時
出
勤　
　
少
年
臨
時
五＊
光
滝
脱
稿
三
時　
独
乙
協
會
學
校
シ
ル
レ
ル
祭
に
ヒ
招
　
五
時
帰
宅
夜
木
村
、
兄
弟
来　
夕
食
後
去
る
【
注
】
＊
五
光
滝
…
お
伽
歌
劇
『
五
光
の
滝
』
は
「
少
年
世
界
」（
明
治
三
十
八
年
五
月
十
五
日
）
掲
載
。
五
月
十
日
（
水
）　
雨
朝＊　
浅
井
勝
（
日
出
校
正
係
）
来
九
時
出
勤　
喜劇
誕＊
生
日
起
艸　
上
村
氏
病
気
退
館
告
別
ニ
来
伊
井
来
菓
子
持
参　
　
四
時
帰
夜
画
葉
、　　
荒
木
氏
来
〔
入
〕
中
学
俳　
　
　
３
、０
０
【
注
】
＊
朝　
浅
井
～
来
…
こ
の
行
は
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。　
＊
喜
劇
誕
生
日
…
「
太
陽
」（
明
治
三
十
八
年
六
月
一
日
）
掲
載
。
五
月
十
一
日
（
木
）　
曇
午
前　
　
洋
服
か
り
縫
十
時　
元
園
町
に
よ
り　
十
二
時
早
稲
田
出
勤
午
後
四
時　
歌
舞
伎
座　
若
葉
會
劇
評
家
芝
居
見
物
　
忠
臣
蔵
、
日
蓮
辻
説
法
及
保
名
六
時
帰
途　
黒
田
と
青
山
い
ろ
は
食
事
夜
木
曜
會
画
葉　
題　
青
五
月
十
二
日
（
金
）　
陰
晴
九
時
出
勤　
　
木
沢
氏
よ
り
野
口
寧
斎
今
暁
死
去
の
報
直マ
マち
こ
れ
に
赴
く
、　
十
二
時
辻
氏
ニ
よ
り
元
園
町
に
赴
き　
食
後
二
時
帰
館
（
勇
三
一
、三
四
を
伴
ひ
元
園
町
へ
来
　
　
）
四
時
帰
途　
竹
貫
氏
と　
上
村
氏
を
訪　
今
夕
出
發　
帰
阪
の
故
也
夜　
太
陽
誕
生
日
脱
稿　
　
西
村
渚
山
来
〔
出
〕
富
森
姉
餞
別　
　
３
、０
０
五
月
十
三
日
（
土
）　
晴
九
時
出
勤　
其
前
渡
邊
来
三
午
後
二
時
後　
桂
舟
を
訪
ひ
画
注
文　
野
口
ニ
よ
る
六
時
新
橋
に　
金
三
郎
夫
妻
岡
山
赴
任
を
送
る
後　
田
中
松
太
郎
氏
と
富
貴
亭
食
事　
九
時
帰
〔
入
〕
少
年
臨
時　
　
６
３
、０
０
五
月
十
四
日
（
日
）　
晴
朝
愛
国
婦
人
記
者
手
島
来
稿
依
頼
有
本
来
午
後
内
川
来
選
句
依
頼
一
時　
元
園
町
に
よ
り　
二
時
野
口
氏
ニ
赴
く　
本
日
葬
送
三
時
出
棺
（
槐
南
、
愛
剣
碧
堂
、
小
波　
棺
側
）
青
山
埋
葬
五
時
後
帰
宅
入
浴
、
食
後　
野
口
家
ニ
赴
く
追
悼
會
相
談　
九
時
帰
五
月
十
五
日
（
月
）　
曇
夕
雨
九
時
出
勤　
　
午
後
斬
髪
午
後
四
時　
帰
途
中
与
に
て
手
袋
コ
ス
メ
、
銀
座
に
て
三
一
三
四
帽
子
求
夜　
島
村
盛
助
来　
粕
壁
の
藤
房
持
参
【
一
行
あ
き
】
博
文
館
預
金
百
五
十
四
円
余　
通
帳
受
取
同
負
債
一
切
相
済
み
〔
出
〕
手
袋　
　
　
１
、１
８
　
　
帽
子　
　
　
１＊
、５
０
【
注
】
＊
１
、５
０
…
「
、」
に
当
た
る
記
号
の
記
載
な
し
。
五
月
十
六
日
（
火
）　
曇
晴
午
前　
元
園
町
に
立
よ
る　
後
独
公
使
礼
ニ
赴
き
出
勤
午
後
四
時
後　
偕
楽
園　
濱
田
氏
退
館
送
別
會
八
時
後
帰
る
五
月
十
七
日
（
水
）　
晴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富＊
森
氏
朝
筒
井
来　
中
沢
氏
に
よ
り
肖
像
画
料
渡　
そ
れ
よ
り
元
園
町
に
右
肖
像
持
参
姉
上
に
渡
す
大
喜
也
十
時
出
勤
午
後
四
時
半　
姉
上
及
藤
沢
氏
を
新
橋
停
車
場
に
送
る　
　
又　
六
時　
坪
谷
、
角
田
ら
の
渡
韓
を
送
る　
　
帰
途ママ
入
浴　
直
に
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
ホ
テ
ル
に
ペ
ル
チ
ン
ス
キ
ー
の
招
宴
に
赴
く　
大
村
氏
仝
席　
　
　
　
十
一
時
半
帰
【
注
】
＊
富
森
氏
…
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。
五
月
十
八
日
（
木
）　
朝
風
雨　
午
後
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中＊
学
部
の
為
朝
西
村
来　
大
町
氏
へ
紹
介　
入
館
の
件
午
後
早
稲
田
欠
勤　
　
夕
方
三
一
、
銈
二
郎
と
渋
谷
ま
で
散
歩
夜　
木
曜
會
　
　
此
際
古
宇
田
生
雑
誌
返
し
に
来
る
　
【
注
】
＊
中
学
部
の
為
…
右
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。
五
月
十
九
日
（
金
）　
朝
雷
雨
後
晴
朝
福
田
来　
大
村
氏
に
紹
介
同
文
館
へ
運
動
の
為
九
時
後
出
勤
午
後
一
時　
華
族
女
學
校
運
動
會
に
赴
く　
ペ
ル
チ
ン
ス
キ
ー
も
来
合
（
前
に
切
符
送
り
し
故
）
川
田
夫
人
等
に
會
五
時
半
帰
夜
画
葉
五
月
二
十
日
（
土
）　
晴＊
夜
午
前
九
時
出
勤
午
後
一
時
一
寸　
原
元
蔵
に
よ
り　
小
山
學
士
（
山
本
養
子
候＊
補
の
件
）
四
の
件
依
頼　
片
岡
及
森
田
居
合
す
二
時
婦
人
教
育
會　
ノ
ラ
の
話　
渡
邊
中
佐
軍
事
談
五
時
後　
一
寸　
島
を
訪
ひ　
去
て
牛
込
青
陽
楼
に
赴
く　
早
稲
田
生
静
岡
人
會
に
招
か
る
講
演
一
席
（
女
学
生
風
紀
談
）
九
時
帰
【
注
】
＊
晴
夜
…
「
夜
」
に
続
く
文
字
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。　
＊
候
補
…
原
文
の
「
候
」
の
字
は
旁
の
み
。
五
月
二
十
一
日
（
日
）　
曇
午
前　
　
久＊
良
岐　
西
山
花
葉
来
川
柳
談
正
午　
父
上
を
訪
ひ　
一
時　
北
村
氏
超
然
會
、
半
蔀
一
番
に
て
去
り　
平
林
鳳
二
氏
ニ
よ
り
俳
真
蹟
見＊
さ
れ
三
宜
亭　
太
古
遺
跡
研
究
會
出
品
を
見
梅
川　
寧
斎
氏
十
日
祭
に
臨
む　
余
發
企
の
一
人
會
者
五
十
五
人
（
余
挨
拶
）
　
　
　
　
　
　
　
九
時
帰
る
〔
出
〕
十
日
祭　
　
　
２
、５
０
【
注
】
＊
久
良
岐
…
こ
の
後
に
文
字
が
あ
る
が
削
除
さ
れ
た
と
み
な
す
。　
＊
見
さ
れ
…
「
見
せ
ら
れ
」
の
意
か
。
五
月
二
十
二
日
（
月
）　
晴
九
時
出
勤　
（
本
日
よ
り
西
村
渚
山
出
勤
）
中
与
三
一
帽
、
シ
ヤ
ツ
求
む
　
　
四
時
帰
途　
皆
香
園　
白
人
會
々
者
十
五
名
　
　
十
時
帰
〔
出
〕
皆
香
園　
　
　
１
、３
０
五
月
二
十
三
日
（
火
）　
晴
風
九
時
出
勤　
　
其
前
福
田
来　
又
其
前
浅
井
来
水
谷
ニ
介
ス
十
二
時
メ
ト
ロ
ポ
ル　
に　
ペ
ル
チ
ン
ス
キ
ー
氏
を
訪
ふ　
共
中
食
ホ
フ
マ
ン
夫
人
（
従
軍
武
官
の
妻
）
を
待
ち
合
せ　
共
に
四
日
院
大
角
力
見
物　
　
四
時
帰
途
再
び
メ
ト
ロ
ポ
ル
に
よ
り　
ペ
ル
チ
ン
ス
キ
ー
の
為
め　
錦
絵
説
明
六
時
半
帰
夜　
高＊
冨
上
等
兵
来　
不
具
と
な
り
煙
艸
行
商
を
な
す
由
生
田
来　
　
次
で
水
谷
幻
花
及
葉
書
世
界
記
者
来　
　
画
葉
貸
ス
夜
縁
日
散
歩
【
注
】
＊
高
冨
…
「
冨
」
は
別
字
の
可
能
性
も
。
五
月
二
十
四
日
（
水
）　
晴
午
後
雷
雨
九
時
出
勤
午
後
四
時
帰
途　
銀
座
に
て
煙
艸
盆
求
む
夕
方
六
時
よ
り　
易
風
會
朗
読
會
（
誕
生
日
朗
読
）
逍
遙
君
子
息
以
下　
十
二
名　
後
（
牧
の
方
朗
読
）
　
十
時
散
〔
出
〕
煙
艸
盆　
　
　
２
、４
０
五
月
二
十
五
日
（
木
）　
晴
　
　
○＊
○
○
午
前
三
時
半
盗
賊
来　
恰
も
余
回＊
暁
の
大
喝
之
を
去
ら
す　
被
害　
勇
子
中
衿
、
帯
、
羽
織
十
二
時　
早
稲
田
出
勤
午
後
三
時
後
新
小
川
町
川
田
氏
を
訪
ふ　
み
か
子
居
合
又
島
田
夫
人
来
合　
五
時
帰
宅
夜
木
曜
會　
　
十
時
散
　
夕
方
辻
氏　
又
金
太
来
【
注
】
＊
○
○
○
…
欄
外
に
記
載
。
圏
点
か
。　
＊
回
暁
…
「
回
」
は
別
字
の
可
能
性
も
。
五
月
二
十
六
日
（
金
）　
曇
雨
　
　
　
　
　
其
前
午
前
九
時
出
、
桜
井
（
青
山
小
学
校
長
）
来　
又
新＊
聞
記
五
者
高
信
来　
小
説
談
筆
記
　
午
後
三
時
後
西
彦
に
赴
く
、
五
時
元
園
町
父
上
を
訪
ふ　
夕
食
夜
武
藤
氏
来
訪　
　
　
　
九
時
帰
宅
【
注
】
＊
新
聞
…
「
聞
」
は
別
字
の
可
能
性
も
。
五
月
二
十
七
日
（
土
）　
晴
九
時
出
勤
午
後
一
時　
西
彦
に
赴
き　
浴
衣
地
其
他
お
召
等
求
む
川
田
氏
綾
、
若
宮
町
夫
人
、
松
山
夫
人
来
合　
又
（
紹
介
）
四
時
青
山
小
學
校　
父
兄
懇
話
會
出
席
口
演　
　
五
時
帰
五
月
二
十
八
日
（
日
）　
晴　
暑
【
皇
后
陛
下
御
誕
辰
】
午
前
来
訪　
千
葉
、
森＊
鴎
州
、
　
小
川
煙
村
、
浅
井
禄
同
義
秀
小
川
食
後
去
る
午
後
一
時　
福
田
と
新
宿
の
新
居
ヲ
訪
ふ
明
後
日
新
婦
を
迎
ふ
よ
し　
祝
金
贈
る
三
時
元
園
町
父
上
訪
問　
両
三
日
来
や
ゝ
元
気
衰
た
ま
ふ
藤
井　
田
中
松　
居
合　
又　
日
下
部
兄
公
も
来
　
九
時
帰
〔
出
〕
福
田
へ　
　
１
０
、０
０
【
注
】
＊
森
鴎
州
…
未
詳
。「
読
売
新
聞
」
の
記
事
「
竹
馬
会
員
俳
諧
遠
足
隊
」（
明
治
三
十
五
年
十
一
月
十
三
日
）
に
、「
深
川
竹
馬
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
「
鴎
州
子
」
の
名
が
見
え
る
。「
よ
み
う
り
抄
」（「
読
売
新
聞
」
明
治
三
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日
）
に
よ
れ
ば
、
同
会
は
「
紅
葉
門
下
の
俳
客
が
組
織
せ
る
団
体
」
で
、
雑
誌
「
初
冠
」
を
発
行
し
た
。
五
月
二
十
九
日
（
月
）　
晴
九
時
出
勤
午
後　
竹
柴
来
や
か
ず
聟
貸
ス　
東
京
座
開
演
の
由
　
五
時
帰
夜
無
事　
在
宿
今
朝
九
時
前　
砲
兵
工
廠
弾
丸
破
裂
の
大
椿
事
又　
波＊
艦
隊
全
滅
の
快
報
あ
り
【
注
】
＊
波
艦
隊
全
滅
…
日
本
海
海
戦
で
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
破
っ
た
こ
と
を
い
う
。
五
月
三
十
日
（
火
）　
晴
九
時
出
勤
午
後
一
時　
鳥
谷
部
、
長
谷
川
、
峯
上
坪
内
、
石
倉
氏
ら
と
回
向
院
大
角
力
見
物　
常
陸
山
會　
駒
／
大
刀
を
破
る
五
時
帰
七
時
半　
新
宿　
福
田
琴
月
宅　
結
婚
式
に
招
か
る
、
村
上
、
和
智　
及
び
加
藤　
小
野
田
同
席
　
　
十
時
後
帰
五
月
三
十
一
日
（
水
）　
曇
九
時
出
勤　
　
　
愛
国
婦
人
原
稿
送
四
時
帰
途　
父
上
見
舞　
食
後
七
時
牛
込
朝
日
倶
楽
部　
朗
読
會
に
赴
く　
誕
生
日
読
合
せ
十
時
後
帰
〔
出
〕
水
へ
長
唄
會
費　
　
　
２
、０
０
　
　
黒
川
文
淵
立
替　
　
１
０
、０
０
六
月
一
日
（
木
）　
陰
晴
午
前
浅
井
勝
来
黒
田
へ
紹
介
二
六
社
へ
運
動
せ
し
む
十
二
時
早
稲
田
出
勤　
二
年
級
一
時
間　
一
時
後
六
大
下
氏
を
目
白
坂
に
訪
ふ
（
太＊
平
洋
画
會
拂
込
）
柳
川
氏
居
合
す　
　
五
時
前
帰
五
時
独
公
使
書
記
官
バ
ロ
ン
、
グ
リ
ユ
ナ
ウ
来
訪
男
色
と
武
士
道
関
係
の
件
質
問
夜
木
曜
會
又　
和
田
英
作
来
恋＊
の
伯
林
さ
し
画
依
頼
〔
入
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
２＊
５
、０
０
〔
出
〕
大
下
氏
太
平
洋
画
會　
　
５
、０
０
　
　
山
内
分　
　
　
　
　
　
　
２
、０
０
【
注
】
＊
太
平
洋
画
會
…
「
洋
」
の
字
は
「
平
」
の
右
側
や
や
下
に
。
後
か
ら
の
書
き
加
え
で
あ
ろ
う
。　
＊
恋
の
伯
林
…
比
較
的
小
さ
く
記
さ
れ
て
い
る
。『
伯
林
土
産　
恋
の
画
葉
書
』（
博
文
館
、
明
治
三
十
八
年
十
一
月
）
を
指
す
か
。　
＊
２
５
、０
０
…
入
金
元
の
記
載
な
し
。「
２
５
０
０
」
と
見
え
る
。
六
月
二
日
（
金
）　
晴
午
前　
荘
司
斬
髪　
今
日
店
員
總
て
角
力
見
物
ニ
つ
き
編
輯
員
も
皆
休　
即
ち
木
村
、
竹
貫
二
氏
と
紅＊
児
會
画
展
覧
見
物　
後
外
務
省
ニ
廬
を
訪
ふ
帰
宅
の
由？
即
自
宅
に
之
を
訪
ふ
、　
中
食
後　
共
ニ
東
京
座
新
喜
劇
見
物　
　
五
時
四
谷
へ
武
蔵
屋
鷹
匠
料
理
夕
食　
　
後　
北
村
氏
け
い
こ
【
注
】
＊
紅
児
會
…
安
田
靫
彦
ら
の
紫
紅
会
に
今
村
紫
紅
ら
を
加
え
、
明
治
三
十
三
年
に
発
足
し
た
日
本
画
家
の
研
究
団
体
。
六
月
三
日
（
土
）　
曇
九
時
出
勤
午
後
二
時
石
橋
氏
と
牛
込
矢
来
倶
楽
部
に
福
音
教
會
花
の
會
に
赴
く　
口
演
一
席
五
時
元
園
町
に
向
ふ　
楼
上　
画
葉
品
評
會
西
村
、
西
園
も
来
る　
十
一
時
前
帰
六
月
四
日
（
日
）　
曇
午
前
来
訪　
黒
田　
次
で
永
田
来　
年
峰
来
午
後
一
時　
独
乙
公
使
館　
独
和
會
紀
念
園
遊
會
五
時
後
去
て　
不
忍
園
内
ニ
早
稲
田
有
志
祝
捷
會
に
臨
む　
　
九
時
帰
六
月
五
日
（
月
）　
曇
九
時
出
勤
午
後
二
時　
柳
原
伯
を
訪
ふ
末＊
廣
法
学
士
居
合
後　
和
田
を
訪
ふ　
　
五
時
帰
夜
画
葉
書
な
ど
【
注
】
＊
末
廣
法
学
士
…
末
廣
重
雄
（
末
広
鉄
腸
の
長
男
）
か
。
六
月
六
日
（
火
）　
雨
曇
九
時
出
勤　
　
少＊
戦
第
十
二
奉
天
巻
起
艸
午
後
四
時
帰
夜
北
村
け
い
こ
、
木
沢
ニ
よ
る
不
在　
清
風
亭
俗
曲
研
究
會
に
赴
く　
　
歌
沢
後
朗
読
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
時
帰
【
注
】
＊
少
戦
第
十
二
奉
天
巻
…
巖
谷
小
波
編
『
少
年
日
露
戦
史
』「
第
十
二
編
（
奉
天
の
巻
上
）」（
明
治
三
十
八
年
七
月
刊
）。
六
月
七
日
（
水
）　
晴
九
時
出
勤　
　
少
戦
艸
午
後
四
時
半
帰
途　
北
村
氏
け
い
こ
（
勇
居
合
）
後
四
谷
蓬
莱
屋
食
事　
山
沢
氏
に
落
合
ふ
六
時
東
儀
方
易
風
會
打
合
に
赴
く　
十
時
帰
〔
出
〕
蓬
莱
屋　
　
　
１
、３
０
六
月
八
日
（
木
）　
晴
午
前
家
族
を
伴
ひ
柴
田
に
て
撮
影　
十
時
帰
七
恰
も
坪
内
氏
来
訪　
父
上
揮
毫
の
礼
也
午
後
二
時　
元
園
町
を
訪
ふ　
四
時
半
帰
夜
木
曜
會　
画
葉
會　
題
茶　
余
二
等
大
橋
光
吉
氏
来
合
す
六
月
九
日
（
金
）　
晴
九
時
出
勤　
戦
史
艸
ス
午
後
四
時　
元
園
町
ニ
よ
り
（
其
前
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
に
ペ
ル
チ
ン
ス
キ
ー
を
訪
ひ　
独
公
使
に
て
名
刺
礼
）
夕
食
後
一
寸
野
口
氏
ニ
よ
り
詩
話
原
稿
受
取
北
村
氏
打
合
せ
會　
十
時
帰
六
月
十
日
（
土
）　
曇
夜
雨
九
時
出
勤　
戦
史
艸
四
時
半　
真
砂
座
稲
田
屋
よ
り
見
物
同
好
観
劇
會
　
　
風
葉
作　
金
色
夜
叉
　
　
十
一
時
帰
〔
出
〕
真
砂
座　
　
１
、３
０
六
月
十
一
日
（
日
）　
入
梅　
雨
午
前
来
訪　
年
峰　
国
学
院
小
杦
某
、
京
都
高
等
小
学
　
教
員
辻
□
氏
ら
午
後
一
時
よ
り
北
村
氏
謡
曲
會
　
七
騎
落
シ
テ　
阿
漕
ワ
キ　
及　
独
吟
勧
進
帳
　
　
八
時
帰
〔
出
〕
北
村
氏
會　
　
５
、０
０
六
月
十
二
日
（
月
）　
曇
朝＊
黒
田
来　
姉
婿
死
去
午
前
鹿
子
木
氏
を
南
町
の
宅
ニ
訪
ふ　
十
一
時
出
勤
午
後
五
時　
富
貴
亭
に
赴
く
浅
井
忠
氏
歓
迎
會
々
者　
塚
本
、
箕
作
、
田
中
、
和
田
、
岡
田
、
米
斎
、
金
仙
、
及
美
の
部　
十
時
帰
帰
途
よ
り
発
熱
〔
入
〕
戦
史
半　
　
　
５
０
、０
０
〔
出
〕
富
貴
亭　
　
　
　
２
、５
０
　
　
貯
金　
　
　
　
５
０
、０
０
　
　
黒
田
へ
貸　
　
１
５
、０
０
　
　
又
贈　
　
　
　
　
５
、０
０
　
　
観
角
費　
　
　
　
７
、８
０
　
　
同
常
陸
會　
　
　
２
、０
０
【
注
】
＊
朝
黒
田
来　
姉
婿
死
去
…
こ
の
行
は
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。
六
月
十
三
日
（
火
）　
朝
曇　
午
後
晴　
暑
今
朝
不
快
横
臥　
朝
熱
マ
マ37.6.
昼
38’2
夕
38’6
其＊
前
生
田
来　
女
学
立
替
10
渡　
お
み
代
来
午
後　
黒
田
母
来
木
沢
氏
来
診　
腸
間
熱
夜　
辻
姉
上
来
終
日　
便
通
凡
そ
十
余
回
〔
出
〕
生
田
へ　
　
１
０
、０
０
　
　
勇
へ　
　
　
２
０
、０
０
【
注
】
＊
其
前
…
こ
の
直
前
で
「
午
後　
黒
田
」
と
書
き
か
け
削
除
し
て
い
る
。
六
月
十
四
日
（
水
）　
小
雨
風　
午
後
晴　
暑
朝
37’5　
　
昼
同上　
　
夕
7’8　
　
夜
入
浴
西
村
ニ
戦
史
校
正
托
ス
午
後　
木
沢
来
診
夕
方
西
村
来　
中
学
口
画
説＊
経
八
【
注
】
＊
説
経
…
「
説
」「
経
」
と
も
別
字
の
可
能
性
も
。
六
月
十
五
日
（
木
）　
晴
朝
木
村
来　
秋
香
へ
戦
史
画
注
文
の
件
依
頼
本
日
復
平
熱　
但
し
便
通
途
絶
午
後　
勇
子
三
一　
元
園
町
に
赴
く
竹
貫
、
子
息
を
伴
ひ
来
久
保
田
米
斎
来
る　
戸
籍
届
出
捺
印
の
件
【
一
行
あ
き
】
本
日
博
文
館
十
八
周
年
祝
筵
依
例
富
士
見
軒
但
し
之
を
辞
す
夜　
入
浴
六
月
十
六
日
（
金
）　
曇
雨
ほ
ゞ
快
癒
日
露
戦
史
執
筆
（
床
中
ニ
テ
）　
村
田
氏
来
夜
木
曜
會
　
　
　
　
　
武
田
来
金
井
雄
氏
十
四
日
死
去
の
報
あ
り
香
奠
及
弔
詞
〔
出
〕
金
井
香
典　
　
２
、０
０
六
月
十
七
日
（
土
）　
終
日
雨
　
　
　
　
　
　
　
ニ
赴
く
午
前
十
時　
木
沢
氏
被
診　
帰
途
元
園
町
中
食
後　
一
時
半　
婦
人
教
育
會
（
幼
稚
園
）
に
赴
き　
口
演
（
婦
人
の
意
地
）
佐
々
木
少
佐　
海
戦
談　
五
時
帰
夜
西
村
来
六
月
十
八
日
（
日
）　
曇
午
後
雨
午
前　
肥
田
石
山
氏
来
、　
永
富
来
角
田
浩
々
来
中
食
後
二
時
去　
一
睡
長
松
男
来　
　
報
知
社
佐
瀬
来
画
葉
審
査
の
件
夜
西
村
来　
　
　
　
喜
劇
　
エ
ル
ン
ス
ト
、
の
バ
ン
ネ
ル
マ
ン
読＊
ム
【
注
】
＊
読
ム
…
「
ム
」
と
読
ん
だ
字
は
小
さ
く
、
判
読
困
難
。
六
月
十
九
日
（
月
）　
雨
自
本
日　
出
勤
午
後
二
時　
報
知
社
ニ
よ
り　
画
葉
審
査
　
總　
五
百
八
十
組
（
三
枚
宛
）　
四
時
後
帰
夜　
竹
貫
来
六
月
二
十
日
（
火
）　
雨
九
時
出
勤　
前　
元
園
町
兄
上
及
父
上
を
訪
ふ
午
後
三
時
半　
東
京
座
見
物　
水
口
及
石
橋
柳
川
、
竹
貫
、
西
村
　
狂
言　
鳥
居
強
右
ヱ
門
、
毛
剃　
及　
や
か
ず
聟
打
出
後　
高
麗
屋
、
勘
五
郎
、
芳
三
郎
に
會
す
（
魚
十
楼
上
）　
十
二
時
帰
〔
入
〕
中
学　
　
　
　
　
　
２
０
、０
０
〔
出
〕
魚
十
、
及
茶
男
女　
　
２
、０
０
　
　
活
東
合
力　
　
　
　
　
２
、０
０
六
月
二
十
一
日
（
水
）　
晴
風
朝
高
橋
立
吉
来
九
時
出
で
西
花
園
に
松
盆
栽
求　
柳
原
伯
祝
品
と
し
て
贈
ら
し
む　
　
日
比
谷
松
本
に
よ
り　
伯
林
會
注
文
十
時
出
勤
三＊
時
〔
入
〕
日
本
家
庭　
　
４
、０
０
〔
出
〕
松
鉢　
　
　
　
４
、０
０
九
　
　
勇
へ　
　
　
　
４
、０
０
　
　
荘
司　
　
　
　
　
、７
５
【
注
】
＊
三
時
…
こ
の
日
の
記
事
は
、
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
六
月
二
十
二
日
（
木
）　
晴＊
曇
夕
雨
午
前
在
宿
　
十
時　
元
園
町
、
父
上
昨
来
の
容
態
稍
面
白
か
ざ
る
観
あ
り
　
上＊
村
賣
剣
来
合　
又　
片
岡
け
い
来
合
　
二
時
報
知
新
聞
社　
画
葉
書
審
査
會
に
赴
く
　
黒
田
、
小
山
、
井
手
、
島
田
及
余
五
名
立
会
開
札
　
後
協
議
の
上
差
等
を
定
む　
夕
餐
を
ヒ
饗
八
時
帰
　
夜
木
曜
會
、　
和
田
氏
来　
恋
の
伯
林
さ
し
画
　
一
部
持
参
、　　
大
岡
竜
男
来
合
【
注
】
＊
晴
曇
夕
雨
…
天
気
欄
内
に
「
晴
」
と
あ
り
、
欄
外
に
右
か
ら
「
曇
夕
」、「
晴
」
の
上
に
「
雨
」
と
記
す
。
先
に
「
晴
」
と
書
き
、
後
で
「
曇
夕
雨
」
と
書
き
加
え
た
か
。
文
字
の
順
序
は
不
明
。　
＊
上
村
賣
剣
…
漢
詩
人
（
一
八
六
六
～
一
九
四
六
）。
六
月
二
十
三
日
（
金
）　
雨
夕
晴
九
時
出
勤　
巻
頭
艸
午
後
三
時　
日
本
橋
倶
楽
部　
白
人
會
に
臨
む　
會
者
　
十
時
前
帰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
名
〔
出
〕
白
人
會　
　
　
　
１
、５
０
六
月
二
十
四
日
（
土
）　
晴
午
前
元
園
町
に
よ
る
　
十
一
時
後　
三
越
呉
服
店
に
招
か
る　
中
形
新
柄
披
露
、
中
食
　
ヒ
饗　
新
聞
記
者
連
二
十
名
斗
、　
後
岡＊
鬼
太
郎
氏
に
　
導
か
れ　
石
橋
、
幸
堂
、
伊
坂　
氏
ら
と　
常
盤
木
　
倶
楽
部　
落
語
研
究
會
に
赴
く　
五
時
帰
　
夜
大＊
島
宝
水
来　
画
葉
書
談
〔
出
〕
父
上
御
見
舞　
　
１
０
０
、０
０
【
注
】
＊
岡
鬼
太
郎
…
劇
評
家
、
劇
作
家
、
小
説
家
（
一
八
七
二
～
一
九
四
三
）。　
＊
大
島
宝
水
…
俳
人
（
一
八
八
〇
～
一
九
七
一
）。
六
月
二
十
五
日
（
日
）　
曇
今
朝　
森
山
善
三
郎
退
病
院
来
宿
、
土
屋
叔
父
丹
沢
来
　
小
川
煙
村
来
　
十
時
番
町
教
會　
子
供
の
日
の
為　
お
伽
噺
、
十
二
時
元
園
　
町
に
赴
く　
　
千
葉
居
合　
中
食
後
一
時
春
生
　
千
葉
と　
目
白
大＊
下
氏
春
鳥
會
に
赴
く　
一
週
年
　
紀
念　
画
葉
會　
題
五
月
雨
、
竹
、　
真
野
、
木
村
、
　
柳
川
、
小
林
珠
郎　
山
縣
文
夫
ら
居
合
す　
夕
食
後
　
帰
宅　
九
時
【
注
】
＊
大
下
氏
春
鳥
會
…
大
下
氏
は
、
水
彩
画
家
の
大
下
藤
次
郎
（
一
八
七
〇
～
一
九
一
一
）。
春
鳥
会
は
大
下
が
設
立
し
た
水
彩
画
研
究
団
体
。
こ
の
年
七
月
、
雑
誌
「
み
づ
ゑ
」
を
創
刊
。
六
月
二
十
六
日
（
月
）　
雨
午
後
晴
九
時
出
勤
午
後
四
時
帰
　
五
時
後　
紅
葉
館　
髙
田
早
苗
氏
帰
朝
歓
迎
會
　
早
稲
田
講
師
ら
六
十
余
名　
九
時
帰
〔
出
〕
紅
葉
館　
　
２
、５
０
六
月
二
十
七
日
（
火
）　
曇
東＊
洋
婦
人
協
會
時
任
女
来　
九
月
口
演
の
件
九
時
出
勤　
途
に
報
知
社
画
葉
書
展
覧
を
見
る
　
午
後
四
時
後　
都
新
聞
へ
遅
塚
を
訪
不
在
即
ち
　
外
務
省
に　
廬
を
誘
ひ　
共
に
日
比
谷
公
園
松
本
　
楼
に
赴
く　
廿
世
紀
伯
林
會　
々
者
四
十
　
五
六
名　
余
、
廬
、
松
井
、
服
部　
四
人
幹
事
一
〇
　
散
後　
津
軽
氏
に
導
か
れ　
和
田
、
北
里
、
青
木
ら
と
　
日
本
倶
楽
部
に
赴
き
玉
遊　
十
一
時
帰
〔
出
〕
伯
林
會　
　
　
、
９
０
【
注
】
＊
東
洋
婦
人
協
會
時
任
女
来　
九
月
口
演
の
件
…
こ
の
行
は
右
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
東
洋
婦
人
協
会
」
は
明
治
三
十
六
年
創
立
の
東
洋
婦
人
会
か
。
六
月
二
十
八
日
（
水
）　
曇
雨
欠
勤
朝
福
田
来　
森
山
同
行
　
十
時
よ
り　
午
後
四
時
ま
で
元
園
町
に
あ
り　
此
間
早
稲
田
　
大
學
答
案
取
調
六
月
二
十
九
日
（
木
）　
曇
晴
九
時
出
勤
午
後
二
時
後　
武
内
に
よ
る
、
後　
大
橋
ニ
一
寸
男
子
出
産
よ
り
祝
辞
北
村
け
い
こ
、　　
六
時
帰
夜
木
曜
會
、
今
夕
十
時　
森
山
善
三
郎
帰
省
〔
出
〕
北
村　
　
２
、０
０
六
月
三
十
日
（
金
）　
曇
雨
九
時
出
勤
午
後
四
時
後
北
村
氏
け
い
こ
、
後　
元
園
町　
夕
食
夜
十
時
帰
七
月
一
日
（
土
）　
曇
雨
九
時
出
勤　
世
界
お
伽
72
艸
午
後
三
時
後　
千
葉
を
下
宿
に
訪
ふ　
押
川
、
小
島
、
小
峰
春
生　
西
岡
等
来
會
、
五
時
東
京
座
土
肥
、
大
岡
竜
、
東
儀
、
千
葉
、
小
峰
、
春
生
、
西
岡
ら
同
見
物　
　
九
時
半
は
ね　
十
一
時
前
帰　
黒
田
〔
入
〕　　
　
　
２＊
２
、０
０
〔
出
〕
魚
十　
　
５
、０
０
【
注
】
＊
２
２
、０
０
…
入
金
元
の
記
載
な
し
。
七
月
二
日
（
日
）　
曇
午
前
来
訪
　
鈴
木
庄
司
、
学
生
總
代
榎
谷
岡
之
進
、
永
富
、
岡
田
紹
介
海
智
　
某
（
日
本
の
少
女
の
件
）　
小
森
松
風
及　
浅
井
禄
午
後　
一
睡
　
文
淵
堂
金
尾
来　
喜
劇
集
之
件
夕
方
よ
り
元
園
町
見
舞　
十
時
帰
〔
出
〕
生
田
へ　
　
８
、０
０
七
月
三
日
（
月
）　
晴
　
　
　
　
朝＊
黒
田
来
九
時
出
勤　
　
世
伽
七
十
三
艸
ス
夜
在
宿　
冬
生
来　
夕
食
後
練
兵
所
散
歩
〔
出
〕
生
田
ニ　
　
８
、０
０
【
注
】
＊
朝
黒
田
来
…
こ
の
行
は
右
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。
七
月
四
日
（
火
）　
陰
晴
九
時
出
勤　
　
世
伽
七
十
三
稿
了
四
時
帰
夕
食
後　
勇
及
三
四
と
黒
田
方
に
赴
く　
八
時
帰
夜　
廣
津
氏
来
ル
七
月
五
日
（
水
）　
晴
雨
九
時
出
勤
前　
元
園
町
に
よ
る　
十
時
後
出
勤
午
後
四
時
帰
一
一
入
浴
後　
北
村
け
い
こ　
後
清
風
亭　
俗
曲
研
究
會
に
臨
む
河＊
東
節
及　
舞
踏
、　
十
時
帰
〔
出
〕
俗
曲
研
究
會　
　
３
、５
０
【
注
】
＊
河
東
節
…
浄
瑠
璃
の
流
派
の
一
つ
。
享
保
年
間
に
、
十
寸
見
河
東
（
ま
す
み
か
と
う
）
が
江
戸
で
創
始
。
七
月
六
日
（
木
）　
晴
朝
土
肥
氏
妹
葬
送
に
會
す
（
寅
薬
師
）　
後
北
村
け
い
こ
　
十
一
時
帰
午
後　
三
省
堂
字
書
原
稿
十
枚
送
る
金＊
尾
文
淵
堂
主
人
来　
喜＊
劇
七
種
原
稿
渡
す
夜
木
曜
會
【
一
行
あ
き
】
今
朝
平
林
鳳
二
氏　
其
角
、
巣
兆
及
文
晁
幅
持
参
〔
出
〕
土
肥
香
奠　
　
２
、０
０
【
注
】
＊
金
尾
文
淵
堂
主
人
…
金
尾
種
次
郎
（
一
八
七
九
～
一
九
四
七
）。
金
尾
文
淵
堂
は
、
こ
の
年
（
明
治
三
十
八
年
）
に
大
阪
か
ら
東
京
に
移
っ
た
。　
＊
喜
劇
七
種
…
巖
谷
小
波
『
小
波
喜
劇
七
草
』
は
、
金
尾
文
淵
堂
か
ら
明
治
三
十
九
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
七
月
七
日
（
金
）　
晴
朝
一
睡　
十
一
時
出
勤
午
後
四
時　
帰
途
元
園
町
に
よ
り　
夕
食
後
北
村
氏
打
合
せ
會　
三
番　
十
時
後
帰
〔
入
〕
奉
天
巻＊　
　
１
０
０
、０
０
〔
出
〕
勇
へ　
　
　
　
５
０
、０
０
　
　
母
上
へ　
　
　
２
０
、０
０
　
　
　
加
藤
教＊
仙
代
【
注
】
＊
巻
…
こ
の
文
字
は
「
節
」
に
見
え
る
。　
＊
教
仙
代
…
意
味
不
明
。「
教
」
は
別
字
の
可
能
性
も
。
七
月
八
日
（
土
）　
晴
朝
九
時
出
勤　
其
前
廣
瀬
夏
服
注
文
午
後
四
時
帰
る
五
時
後　
遅
塚
来　
夕
食　
　
竹
柴
来
九
時
去
る
〔
入
〕
生
田
よ
り　
　
　
　
８
、０
０
〔
出
〕
生
田
よ
り
勇
へ　
　
８
、０
０
七
月
九
日
（
日
）　
晴
午
前
来
訪　
小
野
又
、
西
村
粂
蔵　
不
破
杢＊
郎
、
小
川
煙
村
、
久
保
田
金
仙　
神
谷
邦
淑
、
金
仙
に
世
伽
注
文
午
後　
鈴＊
木
鼓
村
来
一
時
超
然
會　
　
　
　
　
　
　
加
茂　
土
蜘
蛛　
安
達
原　
ワ
キ野宮　
ワ
キ三井
寺
　
独
吟　
水
無
月
祓
、　　
七
時
帰
入
浴
観
音
塚
に
散
歩　
求
花
【
注
】
＊
杢
郎
…
「
杢
」
は
別
字
の
可
能
性
も
。　
＊
鈴
木
鼓
村
…
箏
曲
家
。
京
極
流
の
創
始
者
（
一
八
七
五
～
一
九
三
一
）。
七
月
十
日
（
月
）　
晴
急
雨
二
回
九
時
出
勤　
女
學
艸
帰
途
三
時　
三
越
呉
服
店
ニ
よ
り　
浴
衣
、
襟
飾
な
ど
求
む　
濱
田
、
久
保
田
に
會
ふ
、
又
銀
座
に
て
白
靴
求
む　
五
時
帰
夜
元
園
町
に
赴　
　
父
上
今
朝
来
風
邪
の
由
に
て　
咽
喉
部
に
痰
纏
ふ　
悪
兆
な
り　
言
語
不
判
　
二
階
に
て　
冬
、
春
、
尾
村
ら
と
謡
曲　
十
時
帰
〔
入
〕
永
迫
よ
り　
　
　
３
０
、０
０
　
　
　
図
書
會
社
唱
歌
分
〔
出
〕
三
越
夏
物　
　
　
　
７
、０
０
　
　
白
靴　
　
　
　
　
　
４
、０
０
一
二
七
月
十
一
日
（
火
）　
雨
陰
曇
九
時
出
勤　
　
太
陽
雑
録
艸
ス
午
後
五
時
前
帰
夜　
平
林
鳳
二
来　
巣
兆
、
文
晁
二
幅
ヒ
勧
生
田
も
来
合
す　
　
短
冊
、
雅
帖
な
ど
認
む
先
是　
勇
を
元
園
町
に
遣
は
し
中
元
持
参
　
　
本
日
帰
来
報
曰
く　
父
上
容
態
不
面
白
と
、
即
ち
明
日
は
木
沢
を
拉
し
来
り
、
警
戒
せ
ん
と
思
ふ
、
折
し
も
時
に
九
時
二
十
分　
元
園
町
よ
り
急
使
あ
り　
父
上
危
篤
ト
（
平
林
氏
匆
々
去
ル
）
直
に
之
に
赴
く
に
遂
に
不
及
当
時
春
、
冬
ら
も
不
在
、
日
下
部
兄
上
ハ
出
張
中
帰
京
延
引
十
二
時
帰
茫
然
久
之
耳
、
已
に
し
て
辻
氏
来
藤
井
氏
も
来
る
共
に
後
事
を
談
じ
徹
宵
す　
（
長
松
氏
来
り
助
力
ス
）
七
月
十
二
日
（
水
）　
曇
朝
来
聞
訃
来
弔
者
頻
々
た
り　
然
れ
ど
も
階＊
位
の
件
に
て
公
報
を
發
せ
ず
午
後
五
時
に
至
り
辞
令
来
る　
父
上
従
三
位
勲
二
等
を
賜
は
る
夜
に
入
り
納
棺
【
注
】
＊
階
…
原
文
の
文
字
は
、
阜
偏
（「
階
」
と
偏
は
同
じ
）
に
「
桀
」。
七
月
十
三
日
（
木
）　
晴　
炎
暑
漸
催
今
朝
諸
新
聞
に
廣
告
出
づ　
来
弔
者
如
織
今
夕
柩
を
送
り
て
代
々
幡
村
火
葬
場
に
至
り
畭＊
毗
に
附
す　
兄
上
、
春
、
冬
、
余
、
辻
氏　
西
村
氏
池
田
金
太
郎
、
池
田
忠
恕
ら
同
行
今
正
午　
郷
里
よ
り
富
森
姉
上
、
西
村
氏
と
共
に
上
京
せ
ら
る
今
日
父
上
坐
右
録
の
中
よ
り
遺
言
書
を
發
見
又
辞
世
曰
ク
風
月
江
山
結
夙
縁　
不
希
求
佛
不
希
仙
昭
朝
恩
沢
一
何
厚　
遊
戯
人
間
七
十
年
〔
出
〕
拝
奠　
　
　
５
０
、０
０
【
注
】
＊
畭
毗
…
原
文
の
ま
ま
。「
荼
毘
」
で
あ
ろ
う
。
七
月
十
四
日
（
金
）　
晴
今
朝
母
上
、
春
生　
其
他
婦
人
連　
火
葬
場
に
赴
き
収
骨
し
来
る
〔
入
〕
婦＊
教
育
會　
　
　
５
、０
０
【
注
】
＊
婦
教
育
會
…
「
婦
人
教
育
會
」
の
略
記
で
あ
ろ
う
。
七
月
十
五
日
（
土
）　
晴
今
朝
九
時　
勅
使
来
向
、
祭
資
五
百
円
及
白
絹
二
匹
下
賜
せ
ら
る
午
後
一
時
出
棺　
青
山
斎
場
に
佛
式
葬
儀
来
會
葬
者　
千
名
に
及
ぶ
葬
後
一
寸
帰
途　
洗
汗
一
睡
夕
方
再
び
元
園
町
に
赴
く　
十
時
帰
る
七
月
十
六
日
（
日
）　
陰
晴
次＊
父
上
辞
世
作
韻
　
親
子
元
非
二
世
縁　
平
生
私
祈
寿
如
仙
　
盂
蘭
盆
節
無
常
速　
大
捷
年
成
大
凶
年
　
　
　
陰
た
の
む　
岩
は
倒
れ
て　
夏
の
雨
　
　
　
墨＊
薫
る　
昨
日
の
床
を　
蓮
の
花
　
　
出
棺
当
日
窓
前
の
百
合
開
く
　
　
　
百
合
咲
く
や
是
さ
へ
面
あ
げ
あ
へ
ず
十
時
よ
り
勇
と
共
に
元
園
町
に
赴
く　
夜
に
入
り
帰
宅
【
注
】
＊
次
父
上
辞
世
作
韻
…
父
の
辞
世
の
詩
（
七
月
十
三
日
記
載
）
を
承
け
、
同
じ
「
韻
」
で
作
詩
し
た
と
の
意
で
あ
ろ
う
。　
＊
墨
…
原
文
の
文
字
は
「
黒
」
に
見
え
一
三
る
。
七
月
十
七
日
（
月
）　
曇
九
時
元
園
町
に
赴
く　
寉
田
空
也
来
弔
、
午
後
四
時　
成
満
寺
僧
来
読
経　
按
摩
初
七
日
逮
夜　
通
夜
、
松
月
堂
、
大
矢
米
年
文
苗
、
藤
井　
氏
ら
、
暁
四
時
半
頃
よ
り
一
睡
七
月
十
八
日
（
火
）　
晴
父
上
初
七
日
九
時
成
満
寺
参
詣　
拝
香
、
十
一
時
青
山
へ
帰
る
午
後
睡
眠　
　
四
時
洋
服
か
り
縫
五
時
元
園
町
に
赴
く　
初
七
日
小
宴　
西
岡
、
日
下
部
長
松
、
天
土
、
森
ノ
女
達
、
横
田
氏
を
招
く　
別
席
勢
多
、
辻
真
茂
、
藤
井
、
青
木
義
教
仝
文
苗
、
西
村
等
十
一
時
帰
宅
七
月
十
九
日
（
水
）　
晴
九
時
よ
り
元
園
町
に
赴
く
午
後
四
時
半
帰
る
夜　
竹
貫
氏
来
る
七
月
二
十
日
（
木
）　
曇
夜
雨　
入＊
土
用
午
前　
画
を
製
り
桂
舟
に
届
け
る
（
竹
内
氏
に
贈
る
為
也
）
十
時
前
元
園
町
ニ
赴
く　
二
階
に
て
三
省
堂
字
彙
編
む
午
後　
南
岳
、
千
葉
来　
南
岳
に
日
進
艦
画
葉
書
を
注
文
す
午
後
勇
、
三
一
来
夕
食
後　
九
時
帰
宅
〔
入
〕
明
治
音
楽
會
謝
儀　
　
５
、０
０
〔
出
〕
勇
へ　
　
　
　
　
　
　
５
、０
０
【
注
】
＊
入
土
用
…
上
部
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。
七
月
二
十
一
日
（
金
）　
晴　
土＊
用
に
入
り
て
よ
り
凉
気
催
す
午
前
よ
り　
元
園
町
に
赴
く
午
後
四
時
帰
る
【
注
】
＊
土
用
に
入
り
て
よ
り
凉
気
催
す
…
上
部
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。
七
月
二
十
二
日
（
土
）　
陰
晴
朝　
電
話
に
て
元
園
町
に
招
か
る
、
安
達
、
日
下
部
兄
上
、
永
田
及
春
生
ら
と　
整＊
理
相
談
及
後
事
を
談
ず
夜
に
入
り　
帰
宅
【
注
】
＊
整
理
相
談
及
…
こ
の
部
分
、
文
字
の
間
隔
を
開
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。
七
月
二
十
三
日
（
日
）　
陰
晴
午
前
来
訪　
不
破
、
小
川
煙
（
及
二
弟
）　
阿
部
秀
典
ら
正＊
午
後
元
園
町
に
赴
く　
父
上
遺
書
遺
墨
整
理
夕
食
後
兄
上
と
謡
曲　
日
下
部
翁
来　
九
時
帰
青
木
磐
雄
と
共
に
帰
る
【
注
】
＊
正
午
元
園
町
に
赴
く　
父
上
遺
書
遺
墨
整
理
…
こ
の
行
は
日
記
帳
に
印
刷
さ
れ
た
罫
線
の
二
行
分
を
使
い
、
そ
の
ほ
ぼ
中
央
（
線
の
上
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
七
月
二
十
四
日
（
月
）　
曇
今＊
日
よ
り
出
勤
九
時
出
勤　
少
年
巻
頭
艸
三
時　
元
園
町
に
赴
く　
本
日
父
上
二
七
日
逮
夜
正＊
午　
出
入
商
工
を
招
き　
又　
夕
方
よ
り
木
曜
會
員
其
他　
堀
、
横
田
、
杦
浦　
竹
内
筒
井
氏
ら
を
招
き
斎
宴　
十
時
散
勇
も
手
傳
ひ
に
出
づ
一
四
【
注
】
＊
今
日
よ
り
出
勤
…
こ
の
部
分
、
右
側
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。
七
月
二
十
五
日
（
火
）　
曇
九
時
出
勤　
中
學
の
為
（
小
簾
の
陰
艸
ス
）
五
時
帰　
入
浴
後　
　
元
園
町
に
赴
く
今
夕
十
時　
西
村
氏　
富
森
姉
上
と
共
に
西
帰
之
を
新
橋
に
送
る　
十
時
半
帰
【
一
行
あ
き
】
今
日
米
大
統
領
息
女
及
同＊
陸
軍
卿
来
京　
歓
迎
頗
盛
【
注
】
＊
同
陸
軍
卿
…
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
フ
ト
陸
軍
長
官
。
七
月
二
十
六
日
（
水
）　
曇
夜
雨
九
時
後
出
勤　
　
日＊
露
戦
史
奉
天
の
下
起
艸
午
後
五
時
帰
夜
大
岡
育
造
来　
中＊
央
三
色
版
画
工
の
件
相
談
及
團＊
珍
改
良
の
件【注
】
＊
日
露
戦
史
奉
天
の
下
…
巖
谷
小
波
編
『
少
年
日
露
戦
史
』「
第
十
三
編
（
奉
天
の
巻　
下
）」（
明
治
三
十
八
年
八
月
刊
）。　
＊
中
央
…
「
中
央
新
聞
」
で
あ
ろ
う
。　
＊
團
珍
…
風
刺
雑
誌
「
団
団
珍
聞
」
で
あ
ろ
う
。
七
月
二
十
七
日
（
木
）　
曇
晴
午
前
斎＊
藤
松
洲
来
、
文
淵
堂
出
版
物
の
件　
食
後
去
る
午
後
二
時
元
園
町
に
赴
く　
　
夕
食
後
帰
夜
木
曜
會　
画
葉
題
七
、
余
一
等
廬
来
訪
久
我
委
托
七
円
持
参　
又
武
林
磐
雄
来
〔
出
〕
勇
へ
写
真
代　
　
１
０
、０
０
【
注
】
＊
斎
藤
松
洲
…
日
本
画
家
（
一
八
七
〇
～
？
）。
七
月
二
十
八
日
（
金
）　
曇
今
朝
来
腹
痛　
下
痢　
即
ち
欠
勤
午
後　
西
村
久
米
蔵　
来
訪
　
終
日　
便
通
十
回
〔
入
〕
早
稲
田　
　
３
０
、０
０
〔
出
〕
勇
へ　
　
　
３
０
、０
０
七
月
二
十
九
日
（
土
）　
晴
朝
来　
發
熱　
　
木
沢
氏
ニ
電
話
午
後　
木
佐
を
博
文
館
に
遣
は
し　
俸
給
、
稿
料
受
取
夕
方
木
沢
来　
大
腸
か
た
る
の
由
終
日　
便
通
十
八
回
〔
入
〕　　
　
　
　
　
　
１＊
２
０
、０
０
　
　
稿
太
陽
女
学　
　
１
９
、０
０
〔
出
〕
勇
へ　
　
　
　
１
２
０
、０
０
【
注
】
＊
１
２
０
、
０
０
…
入
金
元
の
記
載
な
し
。
七
月
三
十
日
（
日
）　
晴
静
養
、
但
し
熱
氣
退
く
午
前　
北
里
来
訪
午
後　
木
村
来
訪
夕
方
三
一
を
携　
花
火
求
ム
　
便
通
三
回
七
月
三
十
一
日
（
月
）　
雨
朝　
木
沢
氏
に
赴
被
診　
帰
途
元
園
町
立
よ
る
午
後
五
時
帰
文
淵
堂
金
尾
氏
来　
喜
劇
七
艸
稿
料
150
持
参
夜　
竹
貫
来
又　
西
村
来
〔
入
〕
文
淵
堂
よ
り　
　
１
５
０
、０
０
〔
出
〕
勇
へ
渡　
　
　
　
１
５
０
、０
０
八
月
一
日
（
火
）　
晴
九
時
出
勤　
戦＊
史
起
艸
一
五
午
後
四
時
帰　
途
斬
髪
　
夜
在
宿
〔
入
〕　　
　
　
　
２＊
０
、０
０
〔
出
〕
弁
当　
　
　
２
、０
０
【
注
】
＊
戦
史
起
艸
…
巖
谷
小
波
編
『
少
年
日
露
戦
史
』「
第
十
三
編
（
奉
天
の
巻　
下
）」
（
明
治
三
十
八
年
八
月
刊
）
か
。
八
月
九
日
の
記
に
「
日
露
戦
史
十
三
脱
稿
」
と
あ
る
。　
＊
２
０
、０
０
…
入
金
元
の
記
載
な
し
。
八
月
二
日
（
水
）　
曇
朝
木
戸
、
福
田
、
渡
邊
修
二
郎
来　
又
柳
原
来
　
十
時
後
出
勤　
途
ニ　
共＊
済
生
命
保
険
社
ニ
よ
り　
父
上　
保
険
金
落
手　
元
園
町
持
参
午
後
四
時
後　
帰
途
元
園
町
に
赴
く　
夜
大
江
石
版
所　
西
川　
を
招
き
、
父
上
絶
筆
印
刷
注
文
　
夜
兄
上
及
辻
氏
ら
来　
十
時
帰
【
注
】
＊
共
済
生
命
保
険
社
…
共
済
生
命
保
険
株
式
会
社
。
安
田
善
次
郎
が
明
治
十
三
年
に
共
済
生
命
五
百
名
社
と
し
て
創
立
。
の
ち
の
安
田
生
命
。
八
月
三
日
（
木
）　
曇　
凉
九
時
出
勤　
戦
史
艸　
　
二
時
帰
　
三
時
堀
江
来　
夕
食
、
夜
木
曜
會
　
今
朝　
柳
原
氏
よ
り　
小
田
切
房
子
へ
の
贈
品
ヒ
托
　
午
後
恰
も
小
田
切
母
来
即
ち
之
を
渡
す
今
日
帰
途
靴
直
し
受
取
〔
出
〕
靴
直
代　
　
　
１
、０
０
八
月
四
日
（
金
）　
小
雨　
凉
九
時
前
出
勤　
　
後　
富
岡
永
洗
氏
昨
日
死
去
ニ
つ
き
悔
み
に
行
く　
十
一
時
帰
館　
　
四
時
帰
夜　
在
宿
　
平
林
来　
巣
兆
及
蕪
村
額
求
、
宗
因
と
蓼
太
、
三
馬
　
と
交
換　
十
時
去
る
〔
出
〕
巣
兆
蕪
村　
　
　
１
５
、０
０
八
月
五
日
（
土
）　
晴
九
時
出
勤　
　
少
年
臨
時
白
玉
野
艸
ス
午
後
四
時　
帰
途　
品
川
停
車
場
前
に
食
事
永
田
氏
の
帰
郷
を
送
る　
六
時
十
一
分
發
夕
方
帰
宅　
入
浴
〔
出
〕
夕
食　
　
　
　
、８
０
八
月
六
日
（
日
）　
曇　
南
風
午
前　
内
川
桂
雨
来　
俳
稿
点
依
頼
　
十
一
時　
南
二
丁
目　
玉
窓
寺
、
永
洗
氏
葬
儀
　
に
臨
む　
　
十
二
時
半　
石
橋
氏
を
伴
ひ
食
事
　
三
時
頃　
共
に
出
で　
余
は　
元
園
町
に
赴
く
　
　
長
松
男
来
訪　
大
江
へ
石
版
注
文
　
夕
食
後　
藤
井
、
日
下
部
兄
公
ら
と
雑
談
　
辻
氏
も
来
る　
今
夕
登
代　
帰＊
水
【
一
行
あ
き
】
本
日
空
也
へ
宗
因
の
軸
を
贈
る
【
注
】
＊
帰
水
…
「
水
口
に
帰
る
」
の
意
か
。
八
月
七
日
（
月
）　
晴　
自
本
日
暑
九
時
出
勤　
　
　
　
少
年
臨
時
白
玉
野
　
脱
稿　
　
　
　
堀
江
来
館
午
後
四
時
帰
る
夜　
婦
人
画
報　
枝
元
来　
写
真
貸
ス
八
月
八
日
（
火
）　
曇　
暑
九
時
出
勤　
　
戦
史
艸
　
四
時
帰
途　
有
明
館
に
堀
江
を
訪
ふ
一
六
夕
食
、　　
安
藤
及
他
一
人
居
合
　
　
　
　
　
九
時
帰
る
八
月
九
日
（
水
）　
晴
風　
暑
八
時
半
出
勤　
　
日
露
戦
史
十
三
脱
稿
　
四
時
帰
夜
元
園
町
訪
問　
　
日
下
部
翁
来
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
時
帰
勇
、
本
日
共
愛
病
院
被
診　
胃
病
の
よ
し
八
月
十
日
（
木
）　
晴　
暑
九
時
出
勤
三
時
帰
途
田
屋
ニ
シ
ヤ
ツ
数
枚
求
夜
木
曜
會　
絵
葉
書　
「
八
」
余
一
等
　
十
時
散
今
日
國
峰
よ
り
父
上
霊
前
に
寒
山
拾
得
の
一
幅
ヒ
贈
〔
入
〕
湖
山
よ
り　
　
１
５
、０
０
　
　
中
学　
　
　
　
１
７
、０
０
〔
出
〕
田
屋
ニ
テ　
　
　
８
、０
０
八
月
十
一
日
（
金
）　
晴
九
時
出
勤
午
後
四
時
帰
夕
食
後　
勇
、
三
一
、三
四
ら
と
元
園
町
に
赴
ク　
九
時
帰
八
月
十
二
日
（
土
）　
晴
九
時
出
勤　
女
学
艸
午
後
三
時　
岸
上
氏
と　
資
生
堂
ア
イ
ス
ク
リ
ム
後
久
保
田
金
仙
氏
へ
悔
み
に
行
く　
細
君
死
去　
妊
娠
中
夜　
洗
鱗
来　
お
伽
さ
し
画
注
文　
友
常
来
又　
谷＊
村
伴
隺
来
る
目下
早
稲
田
専
門
部
生
た
り
〔
入
〕
少
年
臨
時　
　
　
６
０
、０
０
〔
出
〕
煙
艸　
　
　
　
　
　
、
５
０
　
　
ア
イ
ス　
　
　
　
　
、
５
０
　
　
勇
へ　
　
　
　
　
１
０
、０
０
　
　
博
文
社
預
金　
　
３
０
、０
０
　
　
金＊
仙
香　
　
　
　
　
２
、０
０
【
注
】
＊
谷
村
伴
隺
…
巖
谷
小
波
『
日
本
お
宮
物
語
』（
六
合
館
、
明
治
四
十
五
年
）
の
「
凡
例
」
に
、「
巻
尾
に
附
し
た
『
祭
神
列
伝
』
は
、
友
人
谷
村
伴
鶴
君
を
煩
は
し
た
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
君
は
此
間
神
官
試
験
を
受
け
て
、
已
に
学
正
に
及
第
し
た
人
で
あ
る
。
又
適
当
な
執
筆
者
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
あ
る
。　
＊
金
仙
香
…
久
保
田
金
仙
へ
の
香
奠
の
意
か
。
八
月
十
三
日
（
日
）　
曇
時
々
雨　
暑
朝　
生
田
来　
稿
料
立
替
　
八
時
後　
角
田
氏
を
訪
ふ　
北
京
土
産
受
取　
大
橋
　
江
草
二
氏
来
合　
　
帰
途
一
寸　
木
村
小
舟
を
訪
ひ
　
ト
ン
ボ
標
本
依
頼　
後
元
園
町
に
赴
く
　
小
舟
氏
元
園
町
へ
標
本
持
参
午
後　
冬
生
と
囲
碁
、
辻
氏
及
田
原
萬
米
来
　
三
時
帰
　
四
時
半
青
山　
久
保
田
葬
儀
に
會
す
夜　
中
沢
氏
来
〔
出
〕
生＊
田
立
替　
　
　
１
０
、０
０
【
注
】
＊
生
田
立
替　
１
０
、０
０
…
出
納
の
「
入
」
欄
に
も
同
内
容
の
記
述
が
見
え
る
が
、
削
除
さ
れ
た
と
見
な
す
。
八
月
十
四
日
（
月
）　
雨　
夕
晴
午
前
出
勤
の
途　
丸
善
ニ
よ
り　
書
籍
、
イ
ン
キ
、
紙
等
求
午
後
四
時
帰
途
カ
バ
ン
求
夜　
早
稲
田
師
範
部　
有＊
馬
芙
蓉
来
一
七
又　
婦
人
画
報
速
記
者
来　
談
話
筆
記
〔
出
〕
カ
バ
ン　
　
　
３
、９
０
【
注
】
＊
有
馬
芙
蓉
…
八
月
二
十
九
日
の
記
に
は
「
有
生
芙
蓉
」
と
あ
る
。
八
月
十
五
日
（
火
）　
雨
曇
九
時
出
勤　
世＊
伽
第
七
十
四
艸
四
時
帰
宅
夜　
木
村
来
少＊
年
書
院
の
件
【
注
】
＊
世
伽
第
七
十
四
…
『
世
わ
情
（
世
界
お
伽
噺
第
七
十
四
編
）』
で
あ
ろ
う
。　
＊
少
年
書
院
の
件
…
木
村
小
舟
に
よ
る
出
版
社
設
立
の
話
か
。
巖
谷
小
波
『
お
伽
史
劇
牛
若
丸
』
は
、
発
行
者
「
木
村
定
二
郎
」（
小
舟
の
本
名
）、
発
行
所
「
少
年
書
院
」
と
し
て
、
明
治
四
十
二
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
八
月
十
六
日
（
水
）　
曇
九
時
出
勤　
　
世＊
伽
第
七
十
五
艸
　
堀
江
来
館　
稿
料
半
送
四
時
帰
夕
方
三
一
と
元
園
町
行
〔
入
〕
堀
江
よ
り　
　
１
０
、０
０
【
注
】
＊
世
伽
第
七
十
五
…
『
変
身
術
（
世
界
お
伽
噺
第
七
十
五
編
）』
で
あ
ろ
う
。
八
月
十
七
日
（
木
）　
風
雨
夕
晴
終
日
在
宿　
　
三
省
堂
原
稿
送
る
夜
木
曜
會
八
月
十
八
日
（
金
）　
晴　
夕
方
雨
来
九
時
出
勤
四
時
帰
途
斬
髪
夜　
　
元
園
町　
十
時
後
帰
〔
出
〕
斬
髪　
油　
　
１
、１
５
　
　
車
代　
　
　
　
３
、３
０
八
月
十
九
日
（
土
）　
曇　
凉
午
前
朝
早
く　
福
田
来
又　
天
渓
紹
介　
天
野
隆
亮
来　
出
雲
の
人　
小
學
教
員
十
二
時
半
發　
向
横
須
賀
同
行　
竹
冷
、
南
岳
、
望
東
、
麦
人
、
靄
人
、
柴
兮
、
春
浪
、
春
汀
等
、
二
時
横
須
賀
着　
直
に
壹＊
岐
艦
（
ニ
コ
ラ
ス
第
一
世
）
見
物　
高
橋
氏
案
内　
後　
海
軍
工
廠
参
観
六
時
大
津
勝
男
館　
群
口
會
俳
句
大
會
に
臨
む　
夜
に
入
り
俳
句　
十
二
時
後
就
床
〔
出
〕
横
須
賀
費　
　
２
、０
０
【
注
】
＊
壹
岐
艦
…
も
と
ロ
シ
ア
の
軍
艦
「
イ
ン
ペ
ラ
ー
ト
ル
・
ニ
コ
ラ
イ
一
世
」
で
あ
っ
た
が
、
日
露
戦
争
中
に
日
本
海
海
戦
で
捕
獲
さ
れ
、
日
本
艦
隊
に
編
入
、「
壱
岐
」
と
命
名
さ
れ
た
。
八
月
二
十
日
（
日
）　
小
雨
午
前
画
葉
書
な
ど
十
時
後　
寉
田
氏
案
内
に
て　
不
渡ママ
氏
を
訪
ふ　
竹
冷
氏
も
共
也
中
食
ヒ
饗　
　
二
時
一
寸
寉
田
氏
に
よ
り
二
時
五
十
分
發
に
て
帰
京　
　
五
時
後　
新
橋
着
、
壺
屋
食
事
七
時
帰
宅
八
月
二
十
一
日
（
月
）　
曇
小
雨
九
時
出
勤　
　
中
學
俳
句
選
午
後
三
時
後　
元
園
町
に
赴
く　
夕
食
関
屋
親
次
氏
青
年
會
事
業
に
て
渡
清
の
由
に
て
元
園
町
に
来
合　
今
夕
直
に
帰
水
八
月
二
十
二
日
（
火
）　
小
雨
曇
欠
勤
午
前
黒
田
病
気
見
舞
一
八
午
後
一
時
元
園
町
ニ
よ
り　
四
時
上
野
梅
川
、
大
橋
光
吉
氏
招
待　
葉
書
會
小
宴
に
臨
む　
募
集
葉
書
選
十
時
帰
る
八
月
二
十
三
日
（
水
）　
雨
九
時
出
勤　
少
年
巻
頭
艸
午
後
四
時
帰
　
隆
文
館
艸
村
代
川
村
英
三
来
「
女＊
と
家
」
の
件
【
注
】
＊
女
と
家
…
明
治
三
十
九
年
一
月
、
隆
文
館
か
ら
巖
谷
小
波
『
家
と
女
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
八
月
二
十
四
日
（
木
）　
曇
欠
、　
三
省
堂
字
彙
原
稿
送
る
午
後
元
園
町
に
赴
き　
道
具
整
理
飾
付
夜
木
曜
會　
生
田
、
西
村　
二
人
の
み
八
月
二
十
五
日
（
金
）　
雨
九
時
一
寸
元
園
町
に
よ
り　
出
勤
午
後
四
時
帰
る
夜　
福
田
、
塚
原
渋
柿
来
る　
文
士
団
結
會
組
織
談
あ
り
八
月
二
十
六
日
（
土
）　
雨
曇
欠＊
勤
午
前
よ
り
元
園
町
に
赴
く　
本
日
午
後
調
度
品
競
賣　
来
者
二
十
名
斗
り　
武
内
、
岡
田
、
木
沢
宮
川
氏
ら
も
同
席　
夜
に
入
り
結
局
余
買
入
約
五
十
円
〔
出
〕
本
家
道
具
代　
　
５
０
、０
０
【
注
】
＊
欠
勤
…
右
側
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
。
八
月
二
十
七
日
（
日
）　
曇　
夕
方
雷
雨
午
前
内
川
、
正
木
某
を
伴
ひ
画
葉
帖
を
示
す
小
川
煙
村
来
木
村
氏
来
三
一
を
伴
ひ
神
田
邊
電
車
行　
十＊
二
時
帰
共
中
食
、　　
午
後
元
園
町
に
赴
く
夕
食
後　
帰
宅　
　
　
　
　
　
　
勇
後
よ
り
【
注
】
＊
十
二
時
…
原
文
「
二
」
の
字
が
読
み
に
く
い
。「
十
一
」
を
「
十
二
」
に
書
き
換
え
た
と
見
な
す
。
八
月
二
十
八
日
（
月
）　
曇
九
時
出
勤　
　
　
　
　
　
　
父
上
午
後
二
時　
元
園
町
に
赴
く　
七
々
日
逮
夜
勇
、
三
一
、三
四
も
同
参
拝　
青
木
、
渡
邊
来
合
夜　
日
下
部
翁
、
勢
多
、
辻
氏
ら
来
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
時
帰
八
月
二
十
九
日
（
火
）　
曇
父
上　
七
々
日
に
つ
き
欠
勤
早
朝
有＊
生
芙
蓉
来
、
次
で
渡
邊
来
十
時
勇
も
共
に　
浄
満
寺
参
詣
、
母
上
兄
上
春
生
真
ち
姉
及
和
子
同
席
午
後
二
時
後　
南
町
邊
散
歩
三
時
後
冬
生
来　
夕
食
後
去
鹿
塩
来　
昔
噺
画
葉
出
来　
又　
廬
来
〔
入
〕
女
学　
　
１
５
、０
０
【
注
】
＊
有
生
芙
蓉
…
八
月
十
四
日
の
記
に
は
「
有
馬
芙
蓉
」
と
あ
る
。
八
月
三
十
日
（
水
）　
曇
朝
福
田
来　
大
島
宝
水
来　
俳
句
題
画＊
葉
書
依
頼
さ
る
九
時
後
出
勤　
　
　
四
時
帰
一
九
夜
元
園
町
に
赴
く
〔
入
〕　　
　
　
　
　
　
　
１＊
２
０
、０
０
　
　
戦
史
十
四　
　
　
１
０
０
、０
０
〔
出
〕
冬
生
分
元
園
町
へ　
２
０
、０
０
　
　
本
町
諸
拂　
　
　
　
　
４
、０
０
【
注
】
＊
画
葉
書
…
「
画
」
の
字
は
、
右
側
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。　
＊
１
２
０
、
０
０
…
入
金
元
の
記
載
な
し
。
八
月
三
十
一
日
（
木
）　
晴
【
東
宮
御
誕
辰
】
本
日
忌
明　
回
礼　
　
　
　
　
永
田
町
午
前　
青
山
、
麻
布
、
芝
、
京
橋
方
面
和
田
、
廣
津
、
柳
原
（
夫
人
に
も
）　
尾
崎
、
肥
田
、
大
岡
氏
に
面
會　
　
元
園
町
中
食
午
後　
番
町
牛
込
方
面
回
礼　
廬
、
長
松
夫
人
、
武
内
、
川
田
豊
吉
（
夫
人
）　
大
村
氏
ら
面
會　
大
村
よ
り
書
籍
借
入
夜
木
曜
會　
大
岡
竜
男
来　
大
岡
氏
よ
り
所
贈　
蕪
村
菊
一
軸
〔
出
〕
生
田
中
学
立
替　
　
８
、０
０
